
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壷
」
の
背
景

　
　
　
　
　
歌
集
『
火
の
鳥
』
所
収
歌
と
の
関
係

宮
　
　
本

正
　
　
章

　
与
謝
野
晶
子
の
第
十
六
番
め
の
歌
集
に
『
火
の
鳥
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の

が
あ
る
。
講
談
杜
版
『
定
本
与
謝
野
晶
子
全
集
』
第
四
巻
　
歌
集
四
の
「
解

説
」
に
言
う
よ
う
に
、
こ
の
題
名
は
、

　
物
云
へ
ば
今
も
昔
も
淋
し
げ
に
見
ら
る
る
人
の
抱
く
火
の
鳥

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
六
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
詠
ま
れ
た
短
歌
五
五

九
首
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
晶
子
三
十
九
歳
か
ら
四
十
一
歳
に
至
る
歳
月
の
問

の
お
り
お
り
の
詠
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
の
死
に

寄
せ
た
感
懐
や
、
六
甲
山
や
耶
馬
漢
の
旅
で
の
想
い
、
『
み
だ
れ
髪
』
の
系
譜

に
っ
な
が
る
恋
の
歌
、
病
む
子
に
寄
せ
る
心
情
等
が
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
「
小
林
氏
令
嬢
の
舞
を
観
て
」
の
詞
書
を
持
つ
七
首
の
短
歌
が
あ
る
。
今
、

こ
こ
に
掲
げ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

を
と
め
二
　
　
　
　
　
　
そ
で
　
　
　
　
　
と
き
　
　
　
　
　
　
く
も
た
　
　
　
お
も

少
女
子
が
ゆ
た
か
に
袖
を
か
へ
す
時
む
ら
さ
き
の
雲
立
っ
と
思
ひ
ぬ

（
以
下
七
首
小
林
氏
令
嬢
の
舞
を
観
て
）

な
つ
　
　
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
　
ぷ
た
い
　
　
き
み
　
　
お
も

夏
の
花
す
べ
て
な
び
き
ぬ
美
く
し
き
舞
台
の
君
の
面
て
づ
か
ひ
に

せ
い
か
い
は
き
ん
す
は
か
ま
　
　
た
ま
ひ
し
て

青
海
波
金
に
摺
り
た
る
袴
し
て
わ
た
ど
の
に
立
つ
わ
が
舞
の
仕
手

き
よ
く
い
ま
　
お
二
　
　
　
　
　
　
し
づ
　
　
　
　
ち
た
り
　
ま
へ
　
　
お
　
　
　
　
　
　
し
て

曲
今
し
起
ら
ん
と
し
て
静
か
な
り
千
人
を
前
に
置
け
る
わ
が
仕
手

つ
、
、
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
　
　
し
や
う
／
＼
　
　
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

鼓
よ
し
い
み
じ
く
清
き
狸
々
が
波
の
上
を
ば
ゆ
ら
ゆ
ら
と
行
く

　
　
を
と
め
つ
き
　
な
か
　
　
ま
　
　
く
　
　
き
よ
　
ひ
か
り
　
よ
も
　
　
な

こ
の
少
女
月
の
中
よ
り
舞
ひ
来
る
や
清
き
光
を
四
方
に
投
ぐ
な
り

た
の
　
　
　
　
　
　
な
に
は
　
　
　
き
た
　
　
　
け
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
き
み
　
　
　
を
と
め
　
　
　
ま
　
　
　
た
ま

楽
し
と
は
浪
華
に
来
り
今
日
知
り
ぬ
君
が
少
女
の
舞
ひ
給
ふ
た
め

８０４９０４０１４１１４２１４３１４４１４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通
し
番
号
は
前
掲
の
全
集
の
脚
注
に
付
す
も
の
）

　
「
小
林
氏
令
嬢
」
と
は
、
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
の
友
人
小
林
政
治
の
三
女

迫
子
の
こ
と
で
あ
る
。
大
正
六
年
五
月
彼
女
の
青
海
波
の
舞
い
を
見
た
お
り
の

感
動
を
詠
ん
だ
の
が
右
の
七
首
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
寛
・
晶
子
夫
妻
の
西
下
と
、

苦
楽
園
滞
在
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
五



与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

一
一

　
与
謝
野
晶
子
が
こ
れ
ら
の
短
歌
を
詠
ん
だ
当
時
、
小
林
政
治
は
、
大
阪
市
東

区
備
後
町
四
丁
目
心
斎
橋
角
で
「
毛
布
肩
掛
絨
裁
縫
品
　
卸
商
　
小
林
政
治
商

店
」
を
経
営
し
て
い
た
。
明
治
十
年
七
月
二
十
七
日
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
当
時

四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

　
小
林
政
治
が
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
を
大
阪
駅
頭
に
迎
え
た
の
は
、
大
正
六

年
五
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
は
、
そ
の
時
の
有
様
を
次

の
よ
う
に
報
じ
た
。

　
　
西
遊
せ
る
与
謝
野
夫
妻
愛
児
オ
ウ
ギ
ュ
ス
ト
を
連
れ
て

　
与
謝
野
寛
氏
並
に
夫
人
晶
子
は
今
回
久
方
振
の
西
遊
を
思
立
ち
四
男
オ
ウ
キ

　
ュ
ス
ト
（
五
つ
）
を
連
れ
て
二
十
八
日
午
後
八
時
二
十
五
分
梅
田
着
来
阪
当

　
地
の
友
人
小
林
政
治
夫
妻
、
高
安
博
士
夫
人
そ
の
他
の
出
迎
へ
を
受
け
東
区

　
南
久
宝
寺
町
四
丁
目
の
小
林
氏
邸
に
投
ぜ
り
。
夫
妻
は
同
家
に
一
泊
の
上
向

　
ふ
二
週
問
ば
か
り
六
甲
苦
楽
園
に
滞
在
一
般
同
好
者
の
た
め
揮
毫
の
需
め
に

　
応
ず
べ
し
と
い
ふ
。
与
謝
野
氏
は
日
く
「
一
昨
年
佛
蘭
西
か
ら
帰
っ
て
以
来

　
（
大
正
二
年
一
月
帰
朝
の
誤
り
）
始
め
て
当
地
へ
参
っ
た
の
で
す
が
、
私
も

　
長
ら
く
病
気
を
し
て
や
っ
と
癒
っ
た
ば
か
り
の
身
体
で
す
か
ら
当
分
は
気
保

　
養
の
た
め
静
か
な
山
中
に
引
籠
っ
て
ホ
ン
の
同
好
者
だ
け
に
歌
の
揮
毫
を
や

　
っ
て
見
る
考
へ
で
す
。
東
京
で
は
学
校
の
方
を
廃
し
て
只
今
は
辞
書
や
何
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
六

　
の
編
纂
に
没
頭
し
て
お
り
ま
す
が
今
後
は
ヤ
ハ
リ
詩
に
よ
っ
て
立
つ
考
へ
で

居
り
ま
す
」
。
又
晶
子
夫
人
は
「
私
な
ど
当
地
が
生
れ
故
郷
と
申
し
て
も

　
い
・
位
で
す
が
今
後
は
久
し
振
り
に
ゆ
っ
く
り
大
阪
を
研
究
し
て
見
た
い
と

　
思
っ
て
居
り
ま
す
。
宅
で
は
子
供
が
大
勢
な
の
で
随
分
気
骨
が
折
れ
何
彼
と

　
心
配
が
絶
え
な
い
も
の
で
す
か
ら
私
も
昨
今
は
神
経
衰
弱
で
困
っ
て
居
り
ま

　
す
好
き
な
著
作
に
親
し
む
余
暇
の
な
い
の
が
何
よ
り
も
残
念
で
御
座
い
ま

　
　
　
（
１
）

　
す
」
云
々
。

と
。
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
が
新
聞
記
者
に
答
え
た
「
病
気
休
養
」
と
言
う
の

は
、
三
分
は
真
実
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
七
分
の
理
由
は
経
済
に
あ
っ
た
。
こ
の

旅
行
に
出
る
前
の
大
正
六
年
五
月
十
六
日
付
の
小
林
政
治
宛
の
手
紙
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
全
文
引
用
し
て
み
る
。

　
啓
上

　
皆
様
御
変
り
も
な
く
御
暮
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。
小
生
も
全
く
快
気
二
復
し

　
ま
し
た
か
ら
御
安
心
下
さ
い
ま
し
。
さ
て
本
月
廿
四
日
頃
に
出
発
し
て
大
坂

　
二
一
週
問
ほ
ど
滞
在
し
て
（
荊
妻
と
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
と
三
人
）
久
々
御
地
の

　
空
気
に
鯛
れ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
就
て
ハ
御
相
談
申
上
げ
ま
す
が
私
ど
も
二
人
が
短
冊
、
式
紙
、
半
折
、
全
昏

　
等
の
揮
毫
を
滞
在
中
に
し
て
参
四
百
円
の
収
入
を
得
て
帰
る
や
う
な
都
合
二

　
御
計
画
が
願
は
れ
な
い
で
せ
う
か
。
此
事
を
品
好
く
出
来
る
や
う
に
お
世
話

　
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
高
安
や
す
子
夫
人
二
も
御
相
談
下
さ
い
ま
し
。



ま
た
薄
田
君
な
ど
二
御
話
し
下
さ
っ
て
各
種
の
新
聞
に
私
共
の
来
坂
し
て
数

日
問
滞
在
す
る
旨
を
書
い
て
お
貰
ひ
下
さ
い
。

揮
毫
の
申
込
所
も
御
迷
惑
な
が
ら
適
当
な
所
へ
お
決
め
下
さ
い
。

私
ど
も
ハ
何
慮
か
便
利
な
郊
外
に
で
も
滞
在
し
た
い
と
考
へ
ま
す
。
其
場
所

も
お
考
へ
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。

右
ハ
甚
だ
突
然
で
す
が
御
相
談
申
上
げ
ま
す
。
思
ひ
立
っ
た
時
に
行
き
た
い

と
も
考
へ
る
の
で
す
が
大
兄
の
御
忙
し
い
中
二
今
ハ
時
季
が
悪
る
い
こ
と
お

考
へ
に
な
り
ま
す
な
ら
見
合
せ
ま
す
。
（
実
ハ
荊
妻
が
又
々
妊
娠
し
ま
し
た

の
で
五
、
六
両
月
で
無
け
れ
ば
外
出
が
出
来
か
ね
る
の
で
す
。
来
月
の
五
日

頃
ま
で
ハ
滞
在
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

猶
揮
毫
ハ
「
与
謝
野
寛
氏
同
晶
子
夫
人
の
来
坂
を
機
と
し
て
二
氏
の
歌
を
左

の
規
定
に
て
同
好
二
分
ち
た
し
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
短
冊
　
壱
円
五
十
銭
　
式
昏
　
参
円

　
　
半
折
　
六
円
乃
至
八
円
　
全
需
　
拾
円

と
で
も
御
定
め
下
さ
れ
た
く
候
。
こ
の
揮
毫
料
よ
ろ
し
き
や
う
に
御
定
め
下

さ
い
ま
し
。
猶
用
紙
短
冊
ハ
依
頼
者
の
自
弁
に
し
て
置
く
方
が
便
利
で
せ
う
。

こ
の
発
起
人
ハ
薄
田
君
、
高
安
夫
人
、
貴
兄
の
三
人
に
願
は
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
々

　
　
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛

　
小
林
大
兄
　
御
侍
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
子

　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

　
令
夫
人
様
御
子
様
方
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
候
。

　
右
の
手
紙
に
見
え
る
よ
う
に
、
与
謝
野
夫
妻
の
目
的
は
、
染
筆
料
穫
得
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
寛
が
発
起
人
と
し
て
指
名
し
た
薄
田
泣
茎
は
、
こ
の
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
社

学
芸
副
部
長
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
部
長
は
、
家
庭
小
説
の
第
一
人
者
で
あ
っ

た
菊
池
幽
芳
で
あ
っ
た
。
泣
茎
と
寛
の
交
遊
は
明
治
三
十
三
年
八
月
五
日
に
小

林
政
治
（
天
眠
）
た
ち
の
関
西
青
年
文
学
会
例
会
の
講
演
の
た
め
に
西
下
し
た

鉄
幹
を
、
泣
董
が
北
浜
の
宿
に
訪
ね
て
行
き
、
「
文
学
の
話
に
心
を
温
め
あ
っ

　
　
　
　
　
　
（
３
一

た
」
こ
と
に
始
ま
る
。
と
は
言
え
、
既
に
鉄
幹
は
、
泣
董
の
第
一
詩
集
『
暮
笛

集
』
（
金
尾
文
淵
堂
、
明
治
三
十
二
年
十
一
日
刊
）
に
高
い
評
価
を
与
え
、
明

治
三
士
二
年
四
月
に
『
明
星
』
を
創
刊
す
る
や
泣
董
の
新
体
詩
「
夕
の
歌
」
を
、

っ
づ
い
て
、
「
闇
夜
樹
畔
に
立
ち
て
」
（
第
二
号
、
明
治
三
十
三
年
五
月
）
を
掲

載
し
て
、
泣
茎
へ
の
傾
倒
ぶ
り
を
示
し
て
い
た
か
ら
、
二
人
は
面
語
以
前
か
ら

お
互
い
に
十
分
理
解
し
合
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
鉄
幹
に
会
っ
た
八
月
以
降
、

泣
董
は
『
明
星
』
に
次
々
と
新
体
詩
を
発
表
し
て
い
っ
た
。
野
田
宇
太
郎
は
泣

董
の
代
表
詩
の
大
部
分
は
『
明
星
』
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
間
に
与
謝
野
夫
妻
と

の
篤
い
友
情
も
生
ま
れ
、
従
っ
て
、
『
明
星
』
廃
刊
が
心
理
的
に
も
泣
董
に
少

な
か
ら
ぬ
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
終
刊
号
に
載
せ
た
詩
「
死
の
勝
利
」
は
『
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
４
）

星
』
へ
の
饒
別
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
泣
茎
は
明
治
四
十
二
年
一
月
、

『
ス
バ
ル
』
創
刊
号
に
「
謎
の
女
」
、
第
二
号
に
「
温
室
」
の
二
つ
の
詩
を
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七



　
　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

し
た
だ
け
で
、
以
後
は
詩
か
ら
遠
ざ
か
り
、
小
説
を
試
み
る
が
、
ほ
と
ん
ど
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
が
彼
の
新
聞
社
入
社
に
っ
な
が
っ
て
来

る
。
泣
童
は
帝
国
新
聞
社
を
経
て
、
明
治
四
十
五
年
八
月
一
日
、
大
阪
毎
日
新

　
　
　
　
　
（
５
）

聞
社
に
入
社
し
た
。
兎
に
角
、
寛
に
と
っ
て
泣
童
は
心
許
し
た
古
い
友
人
で
あ

り
、
土
地
の
新
聞
の
要
職
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
何
か
と
、
頼
り
に
な
る
人
物
で

あ
っ
た
。

　
二
人
め
の
発
起
人
と
し
て
、
寛
の
指
名
し
て
い
る
高
安
や
す
子
と
は
、
大
阪

市
東
区
道
修
町
四
丁
目
に
あ
っ
た
高
安
病
院
の
院
長
高
安
道
成
の
夫
人
で
あ
っ

た
。
大
正
六
年
当
時
、
三
十
四
歳
、
音
楽
、
絵
画
、
文
学
を
趣
味
と
す
る
「
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

阪
社
交
界
名
流
第
一
級
」
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
与
謝
野
夫
妻
と
の
交
遊
が

い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
寛
は
や
す
子
と
そ
の
夫
道
成
を
伝

手
と
し
て
、
色
紙
や
短
冊
の
希
望
者
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
、
こ
の
六
年
五
月
末
か
ら
六
月
上
旬
の
関
西
滞
在
中
に
、
与
謝
野
晶
子
を
指

導
者
と
し
て
、
高
安
や
す
子
等
大
阪
の
名
流
夫
人
、
令
嬢
た
ち
が
、
後
に
紫
絃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

社
と
な
る
短
歌
の
会
を
は
じ
め
た
と
い
う
。

　
三
人
め
の
発
起
人
を
依
頼
さ
れ
た
小
林
政
治
は
、
山
口
吉
郎
兵
衛
、
小
林
一

三
等
、
か
っ
て
寛
の
渡
欧
費
捻
出
に
協
力
し
て
く
れ
た
大
阪
財
界
の
人
々
に
連

絡
し
て
、
寛
の
意
を
伝
え
、
、
与
謝
野
夫
妻
の
滞
在
地
を
六
甲
山
麓
の
苦
楽
園

と
い
う
新
住
宅
地
に
定
め
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
小
林
政
治
は
、

　
恰
も
そ
の
頃
阪
神
間
の
六
甲
山
麓
に
苦
楽
園
と
い
ふ
新
住
宅
地
が
開
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八

　
居
た
。
経
営
者
の
中
村
翁
（
大
阪
毎
日
の
中
村
喜
一
郎
氏
の
嚴
父
）
が
大
隈

　
侯
、
土
方
伯
等
の
諸
名
士
を
こ
の
山
荘
に
迎
へ
、
文
筆
人
士
等
を
も
歓
迎
し

　
て
居
た
折
柄
な
の
で
私
は
こ
・
へ
与
謝
野
夫
妻
を
此
の
時
紹
介
し
た
の
で
あ

　
っ
た
。

　
　
　
　
一
９
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
一

と
書
い
て
い
る
。
一
方
、
中
村
喜
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
二
人
の

内
容
は
一
致
す
る
。

　
小
林
さ
ん
と
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
最
初
は
、
大
正
二
年
頃
、
即
ち
私
の
亡

　
父
が
阪
神
間
の
六
甲
苦
楽
園
を
開
発
し
初
め
た
時
分
と
記
憶
す
る
。
元
来
情

　
誼
に
厚
く
、
お
世
話
好
き
の
氏
が
、
そ
の
頃
た
し
か
外
遊
か
ら
帰
ら
れ
、

　
色
々
の
事
情
で
経
済
的
に
も
幾
分
苦
し
ん
で
ゐ
ら
れ
た
与
謝
野
御
夫
妻
を
、

　
苦
楽
園
に
紹
介
さ
れ
、
同
じ
よ
う
に
世
話
好
き
で
情
熱
漢
で
あ
っ
た
小
生
の

　
亡
夫
が
喜
ん
で
お
迎
え
し
、
与
謝
野
さ
ん
夫
妻
は
大
分
長
い
問
拙
宅
に
滞
在

　
さ
れ
、
そ
の
間
、
各
方
面
の
依
頼
に
応
じ
て
沢
山
の
歌
の
揮
毫
も
な
さ
れ
た

　
訳
で
あ
る
。

と
。
も
う
一
っ
苦
楽
園
に
っ
い
て
書
か
れ
た
文
章
を
引
用
す
る
。
こ
れ
は
湯
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

ス
ミ
氏
の
『
苦
楽
の
園
』
と
い
う
著
に
出
る
も
の
で
あ
る
。
氏
が
相
模
工
業
大

学
の
兼
子
秀
夫
理
事
長
夫
人
雛
子
氏
（
一
九
七
六
年
一
一
月
当
時
）
よ
り
聞
か

れ
た
も
の
と
い
う
。

　
苦
楽
園
と
い
う
所
は
、
日
露
戦
争
直
後
、
大
阪
の
豪
商
中
村
伊
三
郎
　
　
雛

　
子
さ
ん
の
実
父
　
　
が
神
戸
か
ら
帰
阪
の
途
中
、
六
甲
山
麓
に
さ
し
か
か
る



と
、
車
中
の
外
国
人
が
、

「
こ
の
附
近
の
景
色
は
美
し
い
。
こ
の
山
の
上
に
家
を
建
て
た
ら
良
い
眺
め

で
あ
ろ
う
」

と
話
し
合
っ
て
い
る
の
を
聞
き
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
ら
め
く
の
を

覚
え
、
六
甲
山
開
発
に
打
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
三
年
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
一
番
苦
労
し
た
の
は
水
の
問
題
で
あ
っ
た
。
水
が
充
分
な

け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
。
彼
は
以
前
か
ら
伏
見
稲
荷
を
信
仰
し
て
い
た
。
あ

る
夜
夢
に
、
白
狐
が
あ
る
方
向
を
指
し
て
踊
る
の
を
見
て
、
そ
の
方
向
を
掘

ら
せ
た
と
こ
ろ
水
脈
を
見
つ
け
、
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　
伊
三
郎
の
構
想
は
、
明
る
い
健
康
な
社
交
場
、
別
荘
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
を
計
画
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
を
売
物
に
し
て
、
ホ
テ
ル
を
十
、
旅
館
を
五
つ
建
て
、
中

村
家
の
住
居
「
久
方
庵
」
を
中
心
と
し
て
、
迎
賓
館
を
建
て
た
。

　
伊
三
郎
の
呼
び
か
け
に
答
え
て
東
京
か
ら
は
、
各
宮
家
を
は
じ
め
、
土
方

伯
、
黒
田
、
大
隈
重
信
首
相
、
大
阪
、
兵
庫
か
ら
も
知
事
を
始
め
、
各
界
名

士
が
来
住
し
た
。

　
有
名
人
と
し
て
は
九
条
武
子
も
仮
寓
し
、
「
天
開
園
」
と
い
う
大
邸
宅
の

あ
と
が
あ
り
、
和
歌
も
い
く
っ
か
詠
ん
で
い
る
。
文
士
と
し
て
は
与
謝
野
鉄

幹
・
晶
子
夫
妻
が
あ
る
。
晶
子
は
鉄
幹
の
外
遊
費
用
捻
出
の
た
め
、
屏
風
・

短
冊
・
色
紙
の
歴
大
な
量
を
中
村
家
に
残
し
て
い
る
。
ま
た
幸
田
露
伴
は
、

　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

　
福
田
属
山
一
後
に
苦
楽
園
住
人
と
な
る
。
関
西
画
壇
の
雄
、
岡
倉
天
心
の
弟

　
子
で
師
の
命
に
よ
り
中
国
各
地
を
遍
歴
し
、
そ
の
景
色
を
画
帖
に
残
し
て
い

　
る
）
を
紹
介
し
た
の
を
始
め
、
横
山
大
観
、
木
村
武
山
な
ど
院
展
の
雄
が
長

　
期
滞
在
し
た
。

　
　
関
東
震
災
直
後
谷
崎
潤
一
郎
の
関
西
居
住
最
初
の
仮
の
宿
は
「
菊
水
」
や

　
「
万
象
館
」
で
あ
り
、
中
山
太
陽
堂
杜
長
が
「
太
陽
閣
」
を
建
て
、
森
下
仁

　
丹
も
大
邸
宅
を
建
て
た
。

　
　
俳
優
の
中
で
は
、
初
代
中
村
鵬
治
郎
、
先
代
仁
左
衛
門
も
住
居
を
定
め
た
。

　
　
こ
の
よ
う
に
苦
楽
園
は
明
治
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
て
関
西
の
第
一
級
住

　
宅
地
、
現
在
の
軽
井
沢
の
ご
と
き
観
が
あ
っ
た
。

　
と
。
以
上
か
ら
苦
楽
園
は
大
正
二
年
項
か
ら
中
村
伊
三
郎
が
開
発
し
た
新
興

住
宅
地
で
あ
り
、
各
界
の
名
士
富
豪
に
よ
び
か
け
て
、
彼
等
の
別
荘
が
で
き
、

関
西
一
の
高
級
住
宅
地
に
な
っ
た
。
小
林
政
治
は
中
村
伊
三
郎
に
依
頼
し
て
、

そ
の
自
宅
「
久
方
庵
」
に
与
謝
野
一
家
が
滞
在
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
与
謝
野
寛
、
晶
子
、
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
の
三
人
は
、
二
十
八
日
の
晩
は
、
南
久

宝
寺
四
丁
目
の
小
林
家
の
控
宅
に
一
泊
し
て
、
二
十
九
日
に
六
甲
山
の
苦
楽
園

に
移
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
折
の
苦
楽
園
へ
の
行
程
を
与
謝
野
迫
子
は
次
の
よ
う

　
　
　
　
一
！
２
一

に
書
い
て
い
る
。

　
阪
神
電
車
の
夙
川
駅
で
降
り
る
と
、
山
側
の
方
に
苦
楽
園
行
き
の
自
動
車
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九



　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

待
っ
て
い
る
。
私
達
は
そ
の
頃
ま
だ
珍
し
い
自
動
車
に
乗
っ
て
、
と
こ
ろ
ど

　
こ
ろ
岩
の
む
き
出
し
て
い
る
、
で
こ
ぼ
こ
道
を
進
ん
だ
。
木
々
は
あ
ま
り
大

　
き
く
な
く
、
五
月
の
陽
光
に
山
道
は
乾
い
て
ひ
び
割
が
し
て
い
た
。
問
も
な

　
く
、
六
甲
山
の
中
腹
に
あ
る
苦
楽
園
に
着
い
た
。
数
寄
屋
風
の
離
れ
家
が
景

　
色
の
よ
い
場
所
に
点
々
と
建
っ
て
い
て
、
そ
の
一
つ
を
与
謝
野
家
が
借
り
受

　
け
て
い
た
。
そ
こ
に
私
達
も
集
ま
っ
て
食
事
な
ど
を
共
に
し
た
。

与
謝
野
迫
子
は
、
小
林
迫
子
が
与
謝
野
家
の
長
男
光
と
結
婚
し
た
後
の
名
で
あ

る
。
こ
の
と
き
、
小
林
家
の
家
族
六
人
が
苦
楽
園
に
与
謝
野
夫
妻
を
訪
ね
た
お

り
の
記
憶
を
後
に
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
次
の
よ
う
に
続
く
。

　
洋
風
の
ホ
テ
ル
や
大
き
な
温
泉
浴
場
、
ま
た
園
主
の
中
村
家
の
母
屋
が
遠
く

　
近
く
散
在
し
て
い
た
。

　
　
ホ
テ
ル
に
は
山
田
耕
作
さ
ん
が
泊
っ
て
お
ら
れ
、
夕
方
、
与
謝
野
家
の
人

　
達
と
ホ
テ
ル
ヘ
行
っ
た
時
、
広
間
の
灯
を
暗
く
し
て
、
ピ
ア
ノ
の
燭
台
に
ろ

　
う
そ
く
を
と
も
し
、
ピ
ア
ノ
を
聞
か
せ
て
く
だ
す
っ
た
。
静
か
な
山
の
夜
に

　
そ
の
即
興
曲
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
余
韻
を
残
し
、
私
達
を
魅
了
し
た
。
そ

　
し
て
、
私
達
姉
妹
は
、
そ
の
漏
酒
な
山
田
耕
作
さ
ん
の
紳
士
ぶ
り
に
燕
の
紳

　
士
と
あ
だ
名
を
っ
け
、
い
つ
ま
で
も
噂
し
た
。

　
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
の
滞
在
し
た
頃
の
苦
楽
園
は
、
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
ハ
イ
カ
ラ
趣
味
の
先
端
の
住
宅
地
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
寛
、
晶
子
の
二
人
は
、
毎
日
、
二
枚
折
屏
風
、
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

帖
、
半
折
、
色
紙
、
短
冊
等
多
数
の
揮
毫
を
続
け
た
と
い
う
。
依
頼
者
は
さ
き

の
山
口
吉
郎
兵
衛
や
小
林
二
二
、
高
安
道
成
の
紹
介
に
よ
る
人
々
で
あ
っ
た
。

と
き
に
は
、
小
林
二
二
は
夫
妻
を
宝
塚
歌
劇
に
招
待
し
歌
劇
学
校
の
生
徒
や
ス

タ
ー
で
あ
っ
た
高
峰
妙
子
、
雲
井
浪
子
、
由
良
道
子
、
篠
原
浅
茅
、
大
江
文
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

達
を
こ
の
高
名
な
歌
人
夫
妻
に
に
ひ
き
合
わ
せ
た
り
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

　
苦
楽
園
滞
在
中
に
晶
子
が
詠
ん
だ
歌
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
お
ほ
う
み
　
　
あ
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
　
　
み
ち

　
わ
が
立
て
る
み
ど
り
の
山
と
大
海
の
淺
黄
を
っ
な
ぐ
白
き
道
か
な
　
　
　
９
５

　
よ
ぺ
　
は
な
　
　
　
　
　
は
な
つ
ゆ
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
み
そ
う

　
昨
夜
の
花
を
と
と
ひ
の
花
露
に
濡
れ
あ
し
た
に
そ
よ
ぐ
月
見
草
か
な
　
　
８
２

　
　
　
い
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
あ
さ
　
　
く
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
わ
が
寝
ぬ
る
山
よ
り
出
づ
る
朝
の
雲
う
す
も
の
よ
り
も
な
よ
や
か
に
見
ゆ
８
３

　
を
ち
こ
ち
　
　
み
づ
　
　
お
と
　
　
　
　
な
つ
　
　
よ
　
　
し
ろ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
い
え

　
遠
近
の
水
の
音
よ
り
夏
の
夜
の
白
く
明
け
た
る
山
の
家
か
な
　
　
　
　
　
８
４

　
つ
　
　
く
に
　
　
む
　
こ
　
　
こ
ほ
り
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
み
　
　
も
や
ふ

　
津
の
国
の
武
庫
の
郡
に
濃
く
う
す
く
森
ひ
ろ
ご
り
て
海
に
鵠
降
る
　
　
８
５

　
　
　
ひ
つ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
　
　
こ
ひ
び
と
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
い
は
　
　
　
　
　
　
や
ま

　
わ
が
枢
つ
く
ら
ん
岩
も
恋
人
と
居
て
も
の
を
云
ふ
岩
も
あ
る
山
　
　
　
８
７

　
や
ま
う
つ
　
　
い
し
　
　
　
ゆ
ぷ
ね
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
こ
　
　
お
も

　
山
映
る
石
の
湯
槽
に
あ
る
人
も
子
の
思
は
れ
て
わ
り
な
か
り
け
れ
　
　
　
９
０

　
ゆ
ふ
　
　
　
　
　
　
あ
さ
み
づ
い
ろ
　
　
よ
く
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
つ
き
　
　
　
　
、
　
お
も

　
夕
ぐ
れ
の
淺
水
色
の
浴
室
に
あ
れ
ば
わ
が
身
を
月
か
と
ぞ
思
ふ
　
　
　
　
９
２

整
雌
の
雰
鰍
の
蟄
そ
の
輔
に
ト
を
蹴
ふ
〃
あ
は
れ
に
も
掌
　
　
ｍ

こ
れ
ら
の
歌
の
初
出
は
、
『
大
阪
毎
日
』
『
婦
人
画
報
』
に
大
正
六
年
六
月
　
七

月
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
苦
楽
園
か
ら
眺
め
る
白
然
の
た
た
づ
ま
い
に

美
を
感
じ
て
い
る
歌
、
『
み
だ
れ
髪
』
に
っ
な
が
る
恋
の
歌
、
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム

の
歌
、
残
し
て
き
た
子
へ
の
思
慕
を
訴
え
る
歌
で
あ
る
。
『
み
だ
れ
髪
』
と
こ

と
な
り
、
そ
れ
ら
は
概
し
て
、
平
淡
に
詠
ま
れ
て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
一

苦
楽
園
滞
在
中
、
大
阪
に
も
出
、
故
郷
の
堺
も
訪
ね
た
ら
し
い
。

　
し
ん
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
つ
ぷ
つ

一
心
寺
石
ぼ
と
け
よ
り
白
け
れ
ば
骨
仏
を
い
と
悲
し
と
ぞ
思
ふ

金
堂
も
五
重
の
塔
も
人
な
ら
ば
見
が
た
き
き
は
の
少
女
な
ら
ま
し

物
思
ふ
和
泉
式
部
の
籠
る
や
と
金
堂
の
ぞ
く
天
王
寺
か
な

天
王
寺
金
堂
を
見
て
西
門
を
出
づ
る
心
地
は
今
も
め
で
た
し

３９４９５９３０１

　
ち
な
み
に
一
心
寺
は
天
王
寺
公
園
に
隣
接
す
る
庶
民
信
仰
の
寺
院
で
あ
る
。

そ
の
寺
の
北
西
に
隣
接
す
る
よ
う
に
四
天
王
寺
の
広
大
な
境
内
が
広
が
っ
て
い

る
。
や
は
り
大
阪
人
に
愛
さ
れ
る
寺
で
あ
る
。
そ
の
寺
の
西
門
の
石
の
鳥
居
は

極
楽
の
東
門
と
言
わ
れ
て
い
る
。
珊
の
歌
は
そ
の
門
を
出
る
お
り
の
安
ら
か
な

心
が
、
昔
堺
の
母
や
姉
と
共
に
参
っ
た
お
り
に
体
験
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る

と
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
天
王
寺
か
ら
阪
和
線
に
乗
れ
ば
、
小
一

時
問
で
堺
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
７
一

　
親
あ
り
し
日
を
思
ひ
っ
・
故
郷
の
和
泉
国
に
一
夜
寝
に
け
り
（
旅
中
に
て
）
ｍ

　
　
堺
の
父
鳳
宗
七
は
明
治
三
十
六
年
、
母
津
祢
は
四
十
年
に
死
去
し
、
今
は

　
三
代
目
宗
七
を
名
乗
る
弟
篶
三
郎
の
代
で
あ
る
。
一
泊
し
て
、
”
仲
良
し
の

　
壽
や
ん
”
と
あ
り
し
日
の
父
母
の
こ
と
ご
と
を
語
り
合
っ
た
と
き
の
歌
で
あ

　
ろ
う
か
。

　
　
揮
毫
、
小
旅
行
、
そ
の
問
に
既
に
書
い
た
高
安
や
す
子
等
の
歌
会
が
持
た

　
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
集
う
た
の
は
、
関
口
冬
子
、
丹
羽
安
喜
子
、
清
瀬
比
那

子
、
結
城
千
代
子
と
い
っ
た
名
流
夫
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

が
前
に
ふ
れ
た
ご
と
く
、
紫
絃
杜
と
い
う
寛
、
晶
子
の
添
削
を
受
け
る
歌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
８
一

集
ま
り
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
『
火
の
鳥
』
の
小
林
迫
子
を
詠
ん
だ
短
歌
の
成
立
と
、
晶
子

歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
生
ま
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
語
ろ
う
と
思
う
。

三

　
与
謝
野
夫
妻
が
小
林
適
子
の
舞
い
を
観
賞
し
た
の
は
、
大
正
六
年
六
月
十
日

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
迫
子
は
明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
一
日
生
ま
れ
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
時
、
満

十
一
歳
ニ
ケ
月
で
あ
っ
た
。
大
阪
南
地
の
明
月
楼
で
、
彼
女
の
能
楽
の
師
、
大

江
又
三
郎
の
還
暦
の
祝
い
の
会
が
あ
り
、
観
世
流
舞
麟
子
「
乱
」
を
舞
っ
た
の

　
　
　
一
１
９
）

で
あ
っ
た
。
舞
購
子
と
は
、
『
大
辞
林
』
に
よ
る
と
、
「
能
の
略
式
演
奏
の
一
。

一
曲
の
主
要
部
分
（
舞
事
を
含
む
）
を
、
面
・
装
束
を
つ
け
ず
、
紋
服
・
袴
ま

た
は
柞
の
ま
ま
で
、
シ
テ
と
地
謡
と
灘
子
と
に
よ
っ
て
演
ず
る
も
の
。
◆
居
麟

一
２
０
一
子
。
」
と
あ
る
。
迫
子
は
五
歳
か
ら
京
都
の
大
江
又
三
郎
の
門
に
入
り
、
こ
の

十
二
歳
ま
で
、
仕
舞
を
習
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
お
り
の
事
を
迫
子
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
こ

の
日
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
の
で
、
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
そ
の
日
会
場
の
楽
屋
で
、
母
は
私
を
膝
前
に
座
ら
せ
化
粧
を
し
て
く
れ
た
。

　
母
の
顔
が
上
気
し
て
、
そ
の
吐
く
息
が
生
暖
か
く
私
の
頬
を
か
す
め
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一



　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壷
」
の
背
景

　
っ
白
な
練
白
粉
を
水
で
溶
い
て
、
生
ぶ
毛
の
ま
ま
の
私
の
顔
に
塗
り
牡
丹
ば

け
で
仕
上
げ
を
し
て
、
眉
毛
や
睦
に
付
い
た
お
白
粉
を
と
り
、
唇
に
京
紅
を

薄
く
さ
し
た
。
頬
紅
を
と
す
す
め
た
人
に
丁
寧
に
断
っ
て
、
お
下
げ
髪
を
な

　
で
っ
け
て
く
れ
た
。
着
物
は
淡
い
青
磁
色
の
中
振
り
紋
付
き
、
胸
元
を
合
わ

　
せ
る
前
に
内
ぶ
と
こ
ろ
に
薄
い
小
布
団
を
入
れ
、
細
幅
の
織
物
の
帯
を
締
め

袴
を
は
く
。
袴
の
紐
は
最
後
に
男
の
人
に
頼
み
前
に
十
文
字
に
結
ん
で
貰
っ

　
た
。
濃
ゆ
い
嚥
脂
色
の
塩
瀬
の
袴
に
は
、
裾
の
方
に
青
海
波
が
金
箔
で
置
か

　
れ
、
大
小
の
桐
、
梅
、
牡
丹
、
椿
、
あ
や
め
、
萩
の
花
丸
が
散
ら
し
染
め
に

　
な
っ
て
い
る
。
観
世
流
舞
購
子
「
乱
」
専
用
の
「
百
草
」
の
扇
子
を
袴
の
紐

　
の
左
側
に
さ
し
、
前
の
人
の
舞
台
が
終
る
の
を
待
っ
た
。
お
麟
子
の
終
り
の

　
笛
が
好
ま
り
終
る
頃
に
は
、
相
当
頭
に
血
が
の
ぽ
る
。
け
れ
ど
も
し
ば
ら
く

　
し
て
、
金
屏
風
の
裏
を
通
っ
て
舞
台
に
出
る
と
、
も
う
心
が
静
か
だ
っ
た
。

　
　
五
つ
か
ら
十
二
の
そ
の
日
ま
で
習
っ
て
い
た
仕
舞
と
は
い
え
、
狸
々
が
波

　
の
上
を
渡
っ
て
行
く
足
運
び
が
、
足
の
っ
ま
先
き
で
青
海
波
を
描
い
て
ゆ
く

　
よ
う
な
足
捌
き
が
、
今
ま
で
に
な
い
初
め
て
の
も
の
で
少
し
緊
張
は
し
た
も

　
の
の
、
謡
に
合
は
せ
購
子
に
合
は
せ
、
す
べ
て
を
忘
れ
て
、
淡
々
と
た
だ
ひ

　
た
む
き
に
舞
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
六
甲
山
」
『
思
い
出
』
所
収

　
与
謝
野
迫
子
の
舞
姿
は
、
彼
女
の
著
書
の
口
絵
写
真
に
出
て
お
り
、
長
い
た

も
と
の
着
物
に
袴
を
着
け
、
扇
子
を
手
に
し
た
少
女
の
立
ち
姿
は
、
誠
に
り
り

一
一
一
一
一

し
く
見
え
る
。

　
迫
子
の
舞
い
を
見
た
与
謝
野
晶
子
は
、
そ
の
印
象
を
歌
に
詠
ん
だ
。
し
か
し
、

そ
れ
を
小
林
政
治
に
示
さ
な
い
ま
ま
、
六
月
十
三
日
に
岡
山
へ
向
か
っ
た
。
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

気
に
住
む
正
宗
白
鳥
の
弟
で
、
国
文
学
者
正
宗
敦
夫
を
訪
ね
る
た
め
で
あ
っ
た
。

正
宗
邸
で
一
泊
、
十
四
日
、
下
関
か
ら
九
州
に
入
り
、
十
五
日
は
若
松
市
に
入

り
、
六
月
十
五
日
の
夕
方
、
講
演
会
に
臨
ん
だ
。
こ
の
お
り
に
し
た
た
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
一

た
小
林
政
治
宛
の
手
紙
に
、
迫
子
の
舞
い
を
詠
ん
だ
歌
が
み
ら
れ
る
。

　
東
京
が
恋
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
　
大
阪
に
心
が
残
る
の
で
ご
ざ
い
ま
せ

　
う
か
。
九
州
の
さ
か
な
が
お
ほ
あ
ぢ
な
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。
私
は
海
を

　
わ
た
り
ま
し
て
か
ら
一
っ
の
ご
は
ん
を
頂
く
こ
と
が
苦
痛
な
ほ
ど
に
な
り
ま

　
し
た
。
そ
れ
に
あ
ま
り
に
１
亡
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
寺
で
講
演
会

　
が
ご
ざ
い
ま
し
て
私
は
あ
い
さ
っ
を
（
た
“
そ
れ
だ
け
で
す
）
す
ま
せ
て
ひ

　
か
へ
し
っ
へ
き
て
居
り
ま
す
。
寛
の
声
が
本
堂
で
い
た
し
ま
す
。
こ
の
問
に

　
二
枚
よ
り
な
い
紙
へ
手
紙
を
か
・
う
と
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
あ
か
け

　
な
く
な
る
と
こ
ま
り
た
す
か
ら
う
た
を
さ
き
に
か
き
ま
す
。

　
　
青
海
波
金
に
摺
り
た
る
袴
し
て
わ
た
ど
の
に
立
っ
わ
が
舞
の
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
た
り

　
　
曲
今
し
起
ら
む
と
し
て
し
づ
か
な
り
千
人
を
前
に
お
け
る
わ
が
し
て
。

　
　
小
な
れ
ど
芸
は
か
し
こ
し
ひ
ざ
ま
づ
く
千
万
人
に
お
の
れ
代
り
て
。

　
　
鼓
よ
し
い
み
じ
く
き
よ
き
狸
々
が
波
の
上
を
ば
ゆ
ら
く
と
ゆ
く
。

　
　
初
夏
や
鼓
と
笛
を
父
母
に
な
し
て
舞
ふ
子
を
を
に
も
ち
て
ま
し
。



　
　
こ
の
し
て
を
た
・
ふ
る
こ
と
ば
も
っ
人
は
金
の
字
を
し
て
か
け
て
と
捷
て

　
　
む

　
ま
へ
に
よ
み
ま
し
た
の
で
覚
え
て
居
り
ま
す
の
は

　
　
た
の
し
と
は
浪
華
に
き
た
り
今
日
し
り
ぬ
君
が
少
女
の
舞
ひ
給
ふ
た
め

　
　
つ
ね
の
日
は
后
が
ね
と
も
云
ひ
ぬ
べ
し
舞
の
舞
台
の
若
き
お
ほ
き
み

　
　
夏
の
花
な
べ
て
な
が
き
ぬ
う
っ
く
し
き
舞
台
の
君
の
面
づ
か
ひ
に

　
　
少
女
子
が
舞
の
挟
を
か
へ
す
時
紫
の
雲
立
つ
と
お
も
ひ
ぬ

　
　
少
女
子
が
舞
の
お
も
て
に
か
ざ
さ
る
・
金
の
扉
と
わ
れ
も
な
ら
ま
し

　
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
　
六
甲
山
に
は
た
し
か
に
草
稿
が
ご
ざ
い
ま
す
。
え
ん

　
ぜ
つ
が
す
み
ま
し
た
。
奥
様
に
よ
ろ
し
く
。

　
　
は
や
く
か
へ
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
二
十
四
日
く
ら
ゐ
に
な
る
で
せ
う
か
。

　
こ
の
晶
子
の
歌
を
読
ん
だ
小
林
政
治
は
、
記
念
に
こ
れ
を
歌
帖
に
仕
立
て
よ

う
と
思
っ
た
。
そ
の
表
紙
は
「
そ
の
時
迫
子
の
袴
に
用
ゐ
た
塩
瀬
の
友
禅
切
で

　
（
２
４
一

作
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
晶
子
へ
送
っ
て
染
筆
を
請
う
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
２
５
一

歌
帖
は
大
正
七
年
七
月
十
四
日
に
晶
子
の
手
許
へ
届
け
ら
れ
た
。

　
東
京
の
親
戚
の
不
幸
で
上
京
し
て
い
た
小
林
は
急
遼
十
四
日
に
、
大
阪
へ
帰

っ
た
。
寛
、
晶
子
を
訪
う
暇
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。
小
林
の
帰
阪
す
る
の
を
知

っ
た
晶
子
は
、
汽
車
の
時
刻
を
見
は
か
ら
っ
て
、
東
京
駅
ま
で
行
っ
た
が
、
会

え
な
い
ま
ま
帰
っ
て
来
た
。
そ
の
晩
、
宮
本
富
士
一
が
小
林
の
手
紙
や
贈
り
物
、

歌
帖
な
ど
を
持
参
し
た
。
宮
本
は
此
君
庵
と
号
し
た
浪
華
青
年
文
学
会
一
関
西

　
　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

青
年
文
学
会
）
時
代
か
ら
の
小
林
の
友
人
で
あ
っ
て
、
こ
の
頃
は
、
小
林
が
中

心
に
な
っ
て
創
立
し
た
出
版
社
天
祐
社
の
支
配
人
と
し
て
、
福
井
の
税
務
署
長

を
退
職
し
て
、
東
京
に
来
て
い
た
。

　
十
四
日
付
の
小
林
政
治
宛
の
手
紙
で
、
晶
子
は
、

　
そ
の
夕
宮
本
様
お
い
で
下
さ
れ
お
手
紙
拝
し
申
侯
。
賜
物
も
か
た
じ
け
な
く

　
存
じ
申
候
。
う
つ
く
し
き
書
帖
の
お
も
て
に
か
の
日
の
に
ほ
ひ
た
、
・
よ
ふ

　
こ
・
ち
い
た
し
な
つ
か
し
さ
限
り
な
く
覚
え
申
候
。
二
三
日
の
う
ち
に
さ
し

　
出
し
申
す
べ
く
候
。

と
書
い
て
い
る
。
完
成
し
た
歌
帖
が
小
林
に
い
っ
届
け
ら
れ
た
か
は
わ
か
ら
な

い
。
そ
こ
に
は
十
三
首
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
た
。
六
月
十
五
日
の
若
松
か
ら
の

晶
子
の
書
簡
で
は
十
一
首
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
首
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
小

林
の
希
望
通
り
「
泉
の
壼
」
と
題
目
が
書
か
れ
、
詞
書
の
形
で
次
の
文
章
が
綴

　
　
　
一
２
６
一

ら
れ
て
い
た
。

　
大
正
の
六
年
水
無
月
十
日
浪
華
の
地
に
て
小
林
迫
子
の
君
師
の
御
賀
に
乱
の

　
曲
を
舞
ひ
給
ふ
よ
そ
ほ
ひ
は
輩
翠
の
上
衣
に
濃
き
色
の
袴
な
り

増
え
て
い
る
二
首
は
、
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
っ
た
。

　
目
に
ち
か
く
神
達
の
世
を
見
せ
し
め
て
幼
き
君
の
ま
ひ
た
ま
ふ
か
な

　
　
　
　
マ
マ

　
な
に
は
ぢ
に
さ
く
や
木
の
花
う
る
は
し
き
少
女
の
ま
ひ
と
思
ひ
ぬ
る
か
な

　
大
正
八
年
八
月
十
五
日
に
金
尾
文
淵
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
火
の
鳥
』
の
七

首
は
、
こ
の
「
泉
の
壷
」
の
十
三
首
の
う
ち
か
ら
、
六
首
拾
い
、
表
記
を
少
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
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変
え
た
り
、
表
現
を
少
し
改
め
た
り
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
泉
の
壼
」
の
、

　
た
の
し
と
は
な
に
は
に
き
た
り
け
ふ
し
り
ぬ
清
き
少
女
の
ま
ひ
た
ま
ふ
た
め

が
、　

楽
し
と
は
浪
華
に
来
り
今
日
知
り
ぬ
君
が
少
女
の
舞
ひ
給
ふ
た
め

と
な
っ
て
い
る
如
き
で
あ
る
。

　
『
火
の
鳥
』
の
み
に
見
え
る
一
首
は
、

　
こ
の
少
女
月
の
中
よ
り
舞
ひ
来
る
や
清
き
光
を
四
方
に
投
ぐ
な
り

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
の
中
の
、

　
初
夏
や
鼓
と
笛
を
父
母
に
な
し
て
ま
ふ
子
を
子
に
も
ち
て
ま
し

の
一
首
は
、
こ
の
年
か
ら
十
一
年
後
の
昭
和
三
年
四
月
、
寛
、
晶
子
の
長
男
光

と
迫
子
が
結
婚
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
事
実
と
な
っ
た
。
迫
子
は
晶
子
を
母
と
よ

ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
迫
子
の
結
婚
は
父
の
政
治
が
与
謝

野
夫
妻
に
申
し
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
迫
子
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

（
２
７
）

る
。

　
後
に
知
っ
た
こ
と
だ
け
れ
ど
、
こ
の
年
の
初
め
に
（
大
正
十
五
年
初
頭
の
こ

　
と
　
　
筆
者
注
）
父
は
、
与
謝
野
の
家
を
訪
ね
て
上
京
し
、
光
の
卒
業
を
期

　
に
娘
を
貰
っ
て
欲
し
い
と
義
父
母
に
申
し
入
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
　
　
そ

　
れ
を
知
っ
た
の
は
結
婚
後
二
十
余
年
た
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
義
父
は
光
が
卒

　
業
問
も
な
く
、
若
す
ぎ
る
こ
と
を
理
由
に
、
一
応
申
し
出
を
断
っ
た
が
、
そ

　
の
後
光
が
そ
の
こ
と
を
知
り
、
話
を
戻
し
て
欲
し
い
と
義
母
に
申
し
出
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
四

　
で
、
義
母
と
父
の
問
に
一
、
二
度
手
紙
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

と
。
小
林
政
治
は
迫
子
を
詠
ん
だ
晶
子
の
上
の
歌
が
常
に
頭
に
あ
っ
て
、
聡
明

で
美
し
い
娘
と
な
っ
た
迫
子
を
晶
子
の
長
男
に
嫁
が
せ
よ
う
と
思
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
迫
子
は
同
志
社
大
学
英
文
学
科
の
三
年
在
学
中
に
、
慶
応
大
学

医
学
部
助
手
の
光
の
妻
と
な
っ
た
。

　
晶
子
歌
帖
『
泉
の
壼
』
は
、
現
在
、
京
都
府
総
合
資
料
館
に
入
っ
て
い
る
。

『
小
林
天
眼
文
庫
展
　
与
謝
野
晶
子
・
鉄
幹
と
浪
漫
派
の
人
々
』
（
京
都
府
立
総

合
資
料
館
編
　
平
成
五
年
二
月
）
に
載
せ
た
写
真
を
見
る
と
、
そ
の
表
紙
は
、

あ
ざ
や
か
な
嚥
脂
色
の
地
に
、
桔
梗
、
萩
、
菊
、
百
合
の
花
莫
様
が
散
ら
し
て

あ
り
、
中
央
の
象
牙
色
の
題
簸
に
、
晶
子
の
筆
で
「
泉
の
壼
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
誠
に
美
し
い
折
本
で
あ
る
。
こ
の
歌
帖
を
め
ぐ
る
人
々
は
、
今
は
誰
ひ
と

り
と
し
て
こ
の
世
に
い
な
い
。

注（
１
）
　
『
毛
布
五
十
年
』
小
林
政
治
　
昭
和
十
九
年
六
月
五
日
　
所
収
。

（
２
）
　
『
天
眠
文
庫
蔵
　
與
謝
野
寛
　
晶
子
書
簡
集
』
植
田
安
也
子
、
逸
見
久
美
編

　
八
木
書
店
　
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
。

（
３
）
　
『
公
孫
樹
下
に
た
ち
て
く
薄
田
泣
童
評
伝
Ｖ
』
永
田
書
房
　
昭
和
五
十
六
年
三

　
月
十
五
日
。

（
４
）
　
（
３
）
に
同
じ
。

（
５
）
　
『
土
井
晩
翠
　
薄
田
泣
董
　
蒲
原
有
明
集
』
明
治
文
学
全
集
　
５
８
　
一
九
八
九

　
年
二
月
二
十
日
。



（
７
）
　
『
船
場
通
信
』
秋
季
特
輯
号
　
昭
和
五
一
年
一
一
月
一
日
。

（
８
）
　
「
紫
絃
社
と
そ
の
同
人
」
小
林
天
眠
『
雲
珠
』
第
四
巻
　
昭
和
三
一
年
三
月
一

　
日
ｏ

（
９
）
　
（
１
）
に
同
じ
。

（
１
０
）
　
「
天
眠
小
林
さ
ん
の
思
い
出
」
中
村
喜
一
郎
　
『
雲
珠
』
十
・
十
一
月
合
併
号

　
昭
和
三
一
年
十
二
月
一
日
。

（
ｕ
）
　
『
苦
楽
の
園
』
湯
川
ス
ミ
　
講
談
社
　
一
九
八
九
年
一
〇
月
二
〇
日
。

（
１
２
）
　
『
思
い
出
』
与
謝
野
迫
子
　
中
央
公
論
事
業
出
版
　
昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十

　
八
日
。

（
１
３
）
　
（
１
）
に
同
じ
。

（
１
４
）
　
（
１
２
）
に
同
じ
。

（
１
５
）
　
『
定
本
与
謝
野
晶
子
全
集
』
第
四
巻
歌
集
四
　
講
談
社
　
昭
和
五
十
五
年
十

　
月
十
日
。

（
１
６
）
　
（
１
５
）
に
同
じ
。

（
１
７
）
　
（
１
５
）
に
同
じ
。

（
１
８
）
　
「
紫
絃
社
の
こ
と
」
植
田
あ
や
子
　
『
雲
珠
』
第
四
巻
。

（
１
９
）
　
（
１
）
に
同
じ
。

（
２
０
）
　
『
大
辞
林
』
三
省
堂
　
一
九
八
八
年
一
一
月
三
日
。

（
２
１
）
　
（
１
２
）
に
同
じ
。

（
２
２
）
　
「
九
州
旅
行
の
印
象
」
『
定
本
与
謝
野
晶
子
全
集
』
第
十
六
巻
　
評
論
感
想
集
三

　
講
談
社
　
昭
和
二
十
五
年
七
月
十
日
。

（
２
３
）
　
（
２
）
に
同
じ
。

（
２
４
）
　
（
１
）
に
同
じ
。

（
２
５
）
　
（
２
）
に
同
じ
。

（
２
６
）
　
（
１
）
に
同
じ
。

（
２
７
）
　
（
１
２
）
に
同
じ
。

　
　
　
　
与
謝
野
晶
子
歌
帖
「
泉
の
壼
」
の
背
景

二
一
五
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